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新たな負担を、日田の観光と地域へどう還元するかを明確にする

状況を把握

事業者負担と日田への還元が課
題

→
質問する

事業者・宿泊数への影響を確認 →
市の答え

影響資料は乏しく県等の動向を
注視

→
次を確認

配分額・使途・導入後影響を確
認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

宿泊税は観光財源となる一方、徴収事務
や価格面の負担、宿泊数への影響、日田
への還元が課題です。

質問

市内宿泊事業者へのメリット・デメリッ
ト、宿泊客数への影響、地域間競争に備
える施策を確認しました。

市の答え

事業者支援が想定される一方で事務負担
等があり、宿泊数への影響を判断できる
資料は乏しいため、県等の動向を注視す
ると答えました。

最重要の到達点 宿泊事業者の負担を抑え、日田市への配分と使途を明確にして地域へ還元すること

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

当時の影響 徴収事務負担や価格競争上の懸念がある一方、事業者支援等を想定

当時の分析 先行自治体でも宿泊数への影響を明確に分析できず、市も資料不足

当時の答え 県の意見交換会や他自治体を注視し、広域連携と日田の魅力向上を進める

今後の確認 日田への配分額、独自使途、徴収負担、宿泊数・消費額への影響を確認

議事にある具体事項 先行9自治体調査：4自治体は影響なし、5自治体は不明／市は現時点で影響を予想できる十分な資料なし

※ここまでが令和7年3月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和7年6月定例会／大分県「宿泊税制度」「令和8年3月2日知事定例会見」「宿泊税関連条例・
規則」（2026年9月確認）
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その後の進捗

2025年3月の一般質問後に確認できる制度・政策・実績の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

県が導入を決定 検討段階だった大分県宿泊税は、県内全市町村の制度案への賛成を受け、県が導入を
決定しました。

配分方針を具体化 共通経費等を除いた税収は市町村7割・県3割。市町村分は各市町村の宿泊税収割合等
を基本に調整する方針です。

税率・条例も具体化 宿泊料金に応じた段階制の税率が示され、条例制定まで進みました。施行日は2026
年9月時点で未定です。

日田への還元を確認 日田市への実際の配分額、独自の使途、事業者負担、宿泊数・消費額、市民と観光産
業への還元を確認します。

出典：日田市議会 令和7年6月定例会／大分県「宿泊税制度」「令和8年3月2日知事定例会見」「宿泊税関連条例・規則」（2026年9月確認）


